
「心の教育・長野フォーラム 2015」の開催について 

                                   心の支援課 

１ 趣旨 

 家庭・地域・学校での「心の教育」のあり方や連携について、講演や分科会での話し合いを通し

て、「共育」クローバープランを広め、明日からの学校・家庭生活、地域の取組や教育実践につな

げたり広げたりできるようにするために実施。 

 

２ 開催概要 

（１）主  催  長野県教育委員会、「共育」クローバープラン推進委員会 

（２）期  日  平成 27年 10月 24日（土） 13：30～16：30 

（３）開催場所  長野県総合教育センター（塩尻市片丘南唐沢 6342-4） 

（４）参 加 者  児童、生徒、学生、保護者、地域で子育てや地域づくりに関わっている方々、 

市町村及び市町村教育委員会の担当者、 

教育関係者（幼・保・小・中・高・特別支援学校の教職員） 

（５）内容 

① 開会行事 

  ② 講  演  演題  「アナウンサーでなければ意識しなかったこと」 

          講師  宮入 千洋 さん（ＳＢＣ信越放送 アナウンサー） 

          概要  子育てについての話や、アナウンサーとしての言葉遣い、表現方法等

についての話から、コミュニケーションのあり方等について講演。 

  ③ 分 科 会   

分 科 会 内 容 提 案 者 

第１分科会 

「本を読む」 

読み聞かせのよさや読み聞かせ

活動を続けるコツ等を考える。 

「おはなしびっくりばこ」、 

「豊丘小読み聞かせティンカーベル」 

第２分科会 

「汗を流す」 

地域の方との協力や連携につい

て考える。 

木曽青峰高等学校生徒、 

「岡谷子ども劇場」 

第３分科会 

「あいさつ・声がけを

する」 

地域でのあいさつ等のあり方に

ついて考える。 

「ミヤダボンドプロジェクト」、 

岡谷市立湊小学校ＰＴＡ 

第４分科会 

「スイッチを切る」 

メディアコントロールの取組の

よさや今後の方向等について考

える。 

中野市立長丘小学校職員、 

伊那市立東部中学校職員 

第５分科会 

「中学生からの発信」 

「気持ちのよい学校生活のため

に私にできること」について考

える。 

「長野県中学生ネクスト・リーダー

ズ・プロジェクト 2015」に参加した

中学２年生 

 

 

【参考】 「共育」クローバープラン とは 

大人も子どもも実践し、共に心を育むことを願って、「本を読む」「汗を流す」「あ

いさつ・声がけをする」「スイッチを切る」という４つの取組を、四葉のクローバー

にたとえ、平成 14年度から推進している。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


